
自動車検査の周期 

日本 

英 

ＥＵ 

仏 

独 

米国 

1950 年 

1951 
検査開始 
1-1-1- 

1950 
１０州で 
検査実施 

1970 
３１州で 
検査実施 

1991 
４２州で検査実施 
(うちマイカーは３８州) 

1995 
11 年超え延長 
3-2-2-2-2-2-2- 

1983 
初回延長 
3-2-2-2-2-1-1- 

1951 
検査開始 
2-2-2- 

1998 
ＥＵ指令準拠 
4-2-2- 
(新車にも適用) 

1982 年 
初回延長 
3-2-2- 

  
ニューヨーク州 
  
カリフォル 

ニア州 

1991 
ＥＵ指令 
制定 

1994 
ＥＵ指令適用 
4-2-2- 
(新車から適用) 

1998 
指令適用 
猶予期限 

1961 
検査開始 
車齢 10 年以上 

1967 
3-1-1-(新車にも適用) 

1929 
検査開始 

現在に至る 

3-2-2- 

1992 
検査開始 
車齢 10 年以上 

3-2-2- 

4-2-2- 

3-1-1- 

4-2-2- 

1-1-1- 

2-2-2- 

(西暦) 

○ 自動車検査の目的は、自動車の安全の確保・環境

の保全 
 
○ 検査整備制度の制度設計に当たっては、ユーザー 

負担の軽減や利便性の向上に配慮 
 
○ 検査の周期を定める際の視点 

・ 不具合の発生状況 
・ 不具合が事故や環境汚染に与える影響 
・ 使用実態、公共性 
・ ユーザーの保守管理状況 
・ 諸外国の状況 
・ 技術の進捗状況 

日欧米の検査の周期(マイカーの場合) 

       自動車検査は欧米でも行われており、その周期はほぼ同様である。  

基本的考え方 

 

 

 

望ましい制度の在り方について、必要なデータ

等を収集の上、常に検討して改善。 

その際、国民への説明責任を全うし、十分な透

明性を確保する。 

 

データ収集(１２年度～１５年度末) 

検査時における不具合実態等を分析するための

データ(各車種について実施。合計７０万台分) 

収集時期：平成１２年度～平成１５年度末 

 

検討会(１０月末立ち上げ) 

収集されたデータの分析 

検査の周期の変更による影響の試算 
(例：交通事故、環境) 

現在の取り組み 

1960 年 1990 年 1980 年 1970 年 2000 年 

ＥＵ指令 
 人身事故の低減､大気汚染の改善と燃料
節約への効果から、ＥＵ加盟１５ヶ国が実
施すべき車検制度を指令(最低基準) 

1991 年以降メイン州､バー
モント州において排出ガ
ス検査を新規に実施 

見直しの経緯 

昭和５８年  マイカーについて、検査の周期を初回２年から３年に延長。 
平成 ７年  車齢１１年超のマイカー等について、検査の周期を１年から２年に延長。 

すべての自動車について、定期点検整備の実施は、検査の前後を問わないこととした。 
平成１２年  車両総重量８トン未満のトラック等について、検査の周期を初回１年から２年に延長。 

1952 
2-2-2- 

1962 
10 年超え強化 
2-2-2-2-2-1-1- 

１４年１２月：総合規制改革会議答申 

１５年 ３月：規制改革推進３カ年計画(閣議決定) 
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交通事故の状況

不具合の状況

環境の状況

交通事故状況
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自動車を取り巻く状況

路上故障の状況
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交通事故の要因が整備不良である割合
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検査場における整備不良（基準不適合）の状況
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浮遊粒子状物質環境基準達成状況の推移
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（％）出典：警察庁交通統計

　　　国土交通省資料

出典：（社）日本自動車連盟

出典：（財）交通事故総合分析センター

（参考）
米国の状況（整備不良が要因と認められる事故）
　　検査実施州　：　０．５％　～　１．５％
　　検査未実施州：　０．５％　～　３．５％

　交差点、道路、道路端付近に設置されて
いる自動車排出ガス測定局のデータによる。
（出典：環境省資料）

注：重度後遺傷害件数は年度。

凡例

未達成局

達成局数

未達成

街頭検査における整備不良（基準不適合）の状況
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検査台数

整備不良割合

故障の状況

件数（万件）
重度後遺障害件数(件)

負傷者（万人）
死者（人）

不合格率

整備工場扱い

ユーザー車検

ディーゼル重量車のＮＯｘ・ＰＭ規制値（平均値）比較
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新短期規制
（平成15年規制）

平成元年規制＜ＰＭは規制なし＞

長期規制
（平成９年規制）

短期規制
（平成６年規制）

新長期規制
（平成17年規制）

環境規制の状況

出典：米国運輸省国家道路交通安全局(ＮＨＴＳＡ)
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点検整備費用の状況点検整備費用の状況点検整備費用の状況点検整備費用の状況

検査時の点検整備費用はサービスの内容に応じて多様化しており、ユーザーの意思により選択が可能検査時の点検整備費用はサービスの内容に応じて多様化しており、ユーザーの意思により選択が可能検査時の点検整備費用はサービスの内容に応じて多様化しており、ユーザーの意思により選択が可能検査時の点検整備費用はサービスの内容に応じて多様化しており、ユーザーの意思により選択が可能

（自家用乗用車（１５０１～２０００ｃｃクラス）の継続検査時）（自家用乗用車（１５０１～２０００ｃｃクラス）の継続検査時）（自家用乗用車（１５０１～２０００ｃｃクラス）の継続検査時）（自家用乗用車（１５０１～２０００ｃｃクラス）の継続検査時）

出典：点検整備費用のうち整備工場扱いは日整連調査の整備料金実態調査結果（平成１４年）、ユーザー車検関係は国土交通省調べ。出典：点検整備費用のうち整備工場扱いは日整連調査の整備料金実態調査結果（平成１４年）、ユーザー車検関係は国土交通省調べ。出典：点検整備費用のうち整備工場扱いは日整連調査の整備料金実態調査結果（平成１４年）、ユーザー車検関係は国土交通省調べ。出典：点検整備費用のうち整備工場扱いは日整連調査の整備料金実態調査結果（平成１４年）、ユーザー車検関係は国土交通省調べ。
注　指定工場の場合。認証工場の場合は１，４００円。注　指定工場の場合。認証工場の場合は１，４００円。注　指定工場の場合。認証工場の場合は１，４００円。注　指定工場の場合。認証工場の場合は１，４００円。

検査時の点検整備、検査費用検査時の点検整備、検査費用検査時の点検整備、検査費用検査時の点検整備、検査費用

点検整備料（受検代行料を含む）点検整備料（受検代行料を含む）点検整備料（受検代行料を含む）点検整備料（受検代行料を含む）検査手数料検査手数料検査手数料検査手数料 計計計計

自動車自動車自動車自動車
重量税重量税重量税重量税

自賠責自賠責自賠責自賠責
保険保険保険保険

合計合計合計合計

ユーザー車検ユーザー車検ユーザー車検ユーザー車検

本人受検本人受検本人受検本人受検

代行受検代行受検代行受検代行受検

整備工場整備工場整備工場整備工場

ニューサービスニューサービスニューサービスニューサービス

０円０円０円０円

　　　　　５，０００円　５，０００円　５，０００円　５，０００円

～２０，０００円～２０，０００円～２０，０００円～２０，０００円

　　　　 １，４００円１，４００円１，４００円１，４００円

１，４００円１，４００円１，４００円１，４００円

１，４００円１，４００円１，４００円１，４００円

　　　　 ６，４００円６，４００円６，４００円６，４００円

～２１，４００円～２１，４００円～２１，４００円～２１，４００円

６６，８３０円６６，８３０円６６，８３０円６６，８３０円

　　　　　　　　 ７１，８３０円７１，８３０円７１，８３０円７１，８３０円

　～８６，８３０円　～８６，８３０円　～８６，８３０円　～８６，８３０円

１，１００円１，１００円１，１００円１，１００円 　２５，０００円　２５，０００円　２５，０００円　２５，０００円

～８９，０００円～８９，０００円～８９，０００円～８９，０００円

　　　　２６，１００円２６，１００円２６，１００円２６，１００円

～９０，１００円～９０，１００円～９０，１００円～９０，１００円

　　　　 １０３，５３０円１０３，５３０円１０３，５３０円１０３，５３０円

～１６５，５３０円～１６５，５３０円～１６５，５３０円～１６５，５３０円

　　　　　　　　　　　　　　　　 ９１，５３０円９１，５３０円９１，５３０円９１，５３０円
　　　　 ～１５５，５３０円～１５５，５３０円～１５５，５３０円～１５５，５３０円

３７，０００円３７，０００円３７，０００円３７，０００円

～９９，０００円～９９，０００円～９９，０００円～９９，０００円

　　　　 ３７，８００円３７，８００円３７，８００円３７，８００円 　　　　 ２７，６３０円２７，６３０円２７，６３０円２７，６３０円

ユーザー車検の推移ユーザー車検の推移ユーザー車検の推移ユーザー車検の推移 　　　ニューサービスの概要　　　ニューサービスの概要　　　ニューサービスの概要　　　ニューサービスの概要

　　　（立会い整備方式）　　　（立会い整備方式）　　　（立会い整備方式）　　　（立会い整備方式）

近年新しく導入されたサービス

１，１００円１，１００円１，１００円１，１００円
（注）

従来からあるサービス

平成５年
　　　　　　　　 　　　　４２，０００円
～１００，０００円

　　　　　３８，１００円　３８，１００円　３８，１００円　３８，１００円

～１００，１００円～１００，１００円～１００，１００円～１００，１００円従来方式従来方式従来方式従来方式

　　　　 ６５，４３０円６５，４３０円６５，４３０円６５，４３０円

新規参入事業者の多様化の進展新規参入事業者の多様化の進展新規参入事業者の多様化の進展新規参入事業者の多様化の進展

・　代行料
・　下廻り洗車料
・　テスタ料

・　上記料金
・　点検料
・　整備料
・　部品・オイル代

３３３３




